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鎌倉市教委の挑戦を
Noteで発信中！



「共助」で学校にワクワクを
生み出す
ーかまくらスクールコラボファンドー
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これからの教育が目指すもの

「揃える」から、「伸ばす」へ

（出典）総合科学技術・イノベーション会議 教育・人材育成ワーキンググループ Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージより作成
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探究的に学ぶ

正解よりも、課題の設定（問い）が極めて重要に
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小学校・中学校学習指導要領解説書より ©2024 鎌倉市教育委員会

定義案︓
唯一の解がない問と向きあい続ける、
習慣・姿勢を習得する学び
（学び方を学ぶ）



#生成AI

#SDGs

#個別最適化

#グローバル

#PBL
（課題解決
型学習）

20年後の社会を見通した要請

◍ 学校の自前主義・リソース不足
→社会の要請に答えられていない

◍ 平等重視の弊害
→社会とコラボした尖った教育をしにくい

#D&I

#教育DX

#デジタル
ファブリケーション

探究的な学びに向けて

学校がミライを語れていないのは…
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◍ 補助金・税財源に依存
→探究的な学びに柔軟に対応できない

©2024 鎌倉市教育委員会



子どもも、教師も
ワクワクするような
学びをつくろう。
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ふるさと納税制度を活用

これまで2,600万円ほど調達 基金条例も３月に成立
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PwC

教育行財政の課題

学校の予算のうち教育活動費は限定的
• 学校教育費の支出項目別のうち、人件費が６～ ７割と大半。建築費や設備・備品費、補助活動費、 債務償還費等も多く、探
究的な学びなどに必要な教育活動費は限定的。
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PwC

企業側からの視点を踏まえる

教育機関に寄付したい人は存在。企業も教育への関心高い
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PwC

企業側からの視点を踏まえる

企業と学校教育との接点が不足している。教育効果の説明が不足
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学校 教育委員会 鎌倉
スクールコラボファンド

発掘・
アレンジ 支払い

提案

要望

ふるさと納税の
仕組みを活用した
クラウドファンディングを
通じて維持補充

活用

Collaboration!

教育
ベンチャー

NPO 大学

ファブラボ

PBL

プログラミング

アントレプレナーシップ

特別支援

Theme

SDGs

Resource

企業CSR

グローバル

社会に開かれた教育課程の打ち手のひとつ

スクールコラボファンド後の世界
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慶應SFCやNPOとコラボ
したSDGsの
プロジェクト型学習

JICAとコラボしたオール
イングリッシュ
国際交流

教材会社とコラボした
プラスチックアップサイクル学習

テックベンチャーと
コラボしたプログラミング

広告代理店とコラボした
防災広告創造の実践

社会に開かれた教育課程の実装に向けて

スクールコラボファンドで生まれた実践の数々
〇年間500万円程度で、約20プロジェクトを実施︕
〇独自財源を持つことにより、これまで一般財源では難しかった教育実践を多様な企業・大学・NPOと連携しながら実現。
〇柔軟な執行の仕組みを確保し、その年に子どもや教師がワクワクする取組を準備期間なしで直ちに実践。
〇最先端の企業や団体と共に仕事をする中で教師自身の教育観が広がり、教育課程編成力が向上

盲導犬団体や
パラスポーツ団体とコラボした
福祉の総合学習
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手広中学校「ゴミを社会に還す」３Dプリンター

〇みんなは３Dプリンターって知ってるかな︖
立体の設計図をもとに、立体のモノを「印
刷」できる先進的な装置で、なんと手広中
学校にはその３Dプリンターがあるんだ︕

〇手広中学校の３Ｄプリンターでモノを生み
出すときに使う材料には、小学校で使い終
わった朝顔の植木鉢が使われているよ︕

〇先輩たちは、３Ｄプリンターを使って作った
ものを地域の人にプレゼントしたりしている
よ。ゴミが宝物に生まれ変わるなんて、素
敵だね︕

３Dプリンタを
活用した授業

作ったものを
社会に還す

朝顔の
植木鉢

RICOHさん
が材料に加工
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38％ → 81％ 26％ → 93％

コラボレーションの成果

スクールコラボファンドの実践で「自分ごと」になる

スクールコラボファンド事業委託報告書 未来をつかむスタディーズ提出資料より
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スクールコラボファンドシンポジウム

対話により
「探究的な学びを探究する」



スクールコラボファンドの位置付け

「共助」の仕組みは、共生社会の教育に相応しいコンテンツ

17経済産業省「イノベーション創出のための学びと社会連携推進に関する研究会」報告書より
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• 1本あたり定額が飲料メーカーから寄附
• 設置や置き換えは無料︕
• 寄附金の振込は自販機会社が行うので自販機オーナーの手間や費
用はなし︕

• 新型に置き換えれば電気代も安くなる︕
• ほぼ全ての飲料メーカーでも対応可能︕

w/一般社団法人寄付型自動販売機普及協会

市民認知度向上
×

資金源多様化
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持続可能性と認知度向上に課題

寄付型自動販売機という打ち手



スクールコラボファンドのシンカ

スクールコラボファンドの展開 アイディア
• 現状、ふるさと納税等による寄付金を活用して構築しているスクールコラボファンドについて、持続可能性と安定性を確保する観点か
ら、投資信託の運用益で中長期的に尖った学びにチャレンジできる、鎌倉から社会に開かれた教育課程を実装する仕組みを検討
中。
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広く発信＆
スキームの全国展

開

かまくらスクール
コラボ証券

拠出

運営益の
一部
（寄付）

支援
鎌倉市

教育委員会

企業・個人

（鎌倉の経営者・
篤志家等）

学校

企業等と連携し
た学び（PBL） 申請

投資信託会社

価値還元

運用益の一部



学びの多様化へ
<鎌倉ULTLA, 不登校特例校>
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（出典）総合科学技術・イノベーション会議 教育・人材育成ワーキンググループ Society 5.0の実現に向けた教育・人材育成に関する政策パッケージより作成 21

Diversity in a classroom

教室の中の多様性 政策的対応も拡大中



鎌倉市の不登校の状況

• 鎌倉市でも全国と同様に不登校児童生徒数は増加
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不登校児童生徒数は増加

学校に通うのがつらい子どもの本質的原因に迫れているか



ULTLA海のプログラム2023

「なんて大人気ない大人たちなんだ︕」「なりたい自分になれたよ︕」



ULTLA森のプログラム2023

「はじめて自分を表現できた」「苦手な学びにもチャレンジ」



ULTLAアンケート2023

自分にあった学び方なら、学びたい

• 親子ともに約９割の方々がかまくらULTLAの学びを必要と回答

出典︓かまくらULTLA2023アンケートより



本市の学びの多様化学校の概要

■ 鎌倉市立御成中学校の分校として開校

■ 文科省よりカリキュラムを柔軟にする特例を受ける

■ 設置予定地は鎌倉の中心地にあり、海にも山にも近い立地

■ 定員は３０名（各学年１０名）程度を予定

■ 「かまくらULTLAプログラム」のエッセンスを取り入れた
新教科「ULTLA（仮）」の実施を検討

自分らしく学び、自分らしく成長できる学校

ULTLAプログラムから「新教科ULTLA」へ

2025年度開設予定「学びの多様化学校」



本市の学びの多様化学校の概要
学びの多様化学校

入学希望者向け説明会フライヤー



本市の学びの多様化学校の概要
学びの多様化学校

コンセプトイメージ

• 「子どもが学校に合わせる」から「学校が子どもに合わせる」へ
• 「大人が提供する学びの場」から「自分たちでつくりあげていく学
びの場」へ

• 「一斉に学ぶ」から「自分のペースで学ぶ」へ
• 「教科ごとに学ぶ」から「教科の枠を超えて体験的・探究的に学
ぶ」へ

• 「先生に教えてもらう」から「自分たちで学びとっていく」へ
• 「知識の習得」から「学び方を学ぶ」へ
• 「同一学年・クラス」から「異学年・少人数・個別など多様なスタ
イルで学ぶ」へ

• 「学校内だけで学ぶ」から「海や森、まちなど鎌倉全体で、様々な
人々と関わりながら学ぶ」へ



・オンライン学習支援
・ひだまり
・フリースクール連携

かまくら
ULTLAプログラム
（feat. SPACE等）

＋

不登校等課題を抱える児童生徒への対応

日々の指導改善・学びの変革

学校運営の土台強化

コラボレーションによる魅力的な教育活動の実現

・かまくらULTLA（feat. SPACE)
・GIGAワークブックかまくら（feat. LINE未来財団）
・プログラミング教育（feat. Life is Tech!)

学校におけるコラボ支援
・鎌倉スクールコラボファンド
・SWPBS（第二小学校）
・STEAM Lab（手広中学校）

GIGAスクール構想
・一人一台端末を活用した主体的・対話的で深い学び
・指導者用デジタル教科書
・AIドリル（すらら等）を活用した個別最適化した学習
・現場のニーズに応じた研修・サポート体制の整備
・運用のモデル校づくり、横展開

鎌倉版CSの推進 働き方改革 特別支援・教育相談体制の強化
・職場環境改善プラン
・給食公会計化
・校務支援システム導入

・地域・家庭・学識等さまざまな
当事者で議論をして「社会に開かれ
た教育課程」の実現を目指す
・地域学校協働活動による持続的
な運営

・児童支援専任の後補充
・学級介助員の増加
・子ども相談SOSフォーム

＋ 学びの多様
化学校

教育委員会におけるコラボ

既存策

既存策
・指定研究
・各種研修
・研究会
・学校訪問

＋

教育施策の体系と財源ポートフォリオ

魅力的な学びを外部資金で切り開く

・校内フリースペース

多様な学び場、企画担
当（民間資金等）

指導課・センター・教
担、生涯学習課
（公財政確保）
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給食費など学習費

30



給食費無償化３割に

給食費 地域ごとに対応が問われている

• 学校給食法により、食材費は保護者の負担
としており、各自治体が給食費として徴収して
いる。低所得世帯は、就学援助により現物
支給している。

• ６月、文部科学省がはじめての給食費無償
化に係る調査結果を公表。給食費の全面無
償化に取り組む自治体が約３割となった。現
状、なんらの制度はないため、地方の完全な
る持ち出しとなる。

（出典）日経新聞2024年6月13日



就学にかかる公費負担と私費負担

私費の就学経費の視点から、総合的に検討する必要

（出典）独立行政法人教職員支援機構作成資料



給食費無償化３割

子どもの学習費全体で検討する必要あり

（出典）NPOチャンスフォーチルドレン作成資料



おわりに
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教育長の目線から

現代的な教育行財政の論点 1.歳入

1. 歳入
• 教育委員会に米国のような徴税権や税財源はない（独立行政委員会制である

が、予算編成権は首長に）。ただし、寄付を共助としての教育活動費に充てる取
組も増加。補助金・交付金等が主たる収入ではあるが、企業や大学等とコラボした
柔軟な支出が必要な探究的な学びに係るソフト経費などは、外部資金でというポー
トフォリオを組んでいけるとよい。

• デジタルや教材系は地方財政措置であり、教育委員会と財政部局の受け止めの
違い。指導者用端末が用意されない︖あってはならないことも発生。教育政策リー
ダーのデジタルへの理解も壁に。

• 公立学校に「財布」がないことによる弊害。学校ごとに隠れた歳入（学校徴収金が
補完財源に、私費という整理）。教材費、PTA費、エアコン費用‥。給食費をはじ
めとして学校徴収金の公会計化を進めるべき。アジャイルな教育活動のために学校
ではなく教育委員会が寄付財源・民間財源からの基金などを持つべき。

35
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2. 歳出
• 上乗せ・横だしとして、各自治体が補助金等も活用し、職員の配置を推進。しかし、地方

が最も求める「正規教員」が難しく、現場は多様な職種に溢れている（SSS、教頭補佐な
ど）。これはとてもありがたく、働き方改革に資するが、教育の質向上までいくことが必要。

• 給食費無償化、積極的な地方が先行。義務教育段階の再分配政策を地方が実施︖
教育費負担軽減は、学習費全体の中で検討する必要あり。

• 少子化の中にあっても、不登校特例校、特別支援教育、夜間中学校などのニーズは高ま
っている（初等中等教育段階の数少ない拡大・成長市場であり、教育委員会の優先度
も高い政策）。プロダクトアウトから、マーケットインへ。

• NEXT GIGAスクール構想に向けて。学びを豊かにしようと思えば、いくらでも充実させられ
る。LTE、データ利活用、校務支援システム、AIドリル、授業動画、電子書籍、デジタル教
科書など汎用性のあるツールを使いつつ、取捨選択する必要。デジタル人材不足。

• ネットワークが、LGWAN、校務系、指導系という３層構造という課題感。クラウド、ゼロトラ
ストセキュリテイで、校務系・指導系をマージへ。コスト感をどのようにこなしていけるか。教育
データをどのように集め、管理していくか。

教育長の目線から

現代的な教育行財政の論点 2.歳出

36
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